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特集 議会改革調査特別委員会

議員定数の調査と慎重協議
１０人を維持する？削減する？

「明日の湯前町を考える会（代表：森崎 勝 氏）」から「議員定数の削減を協議すること。削減した財源を子
育て支援策に充てること」の要望書を受けて、議会改革調査特別委員会で慎重に調査を進めています。

議員定数に関する特別委員会
調査の経緯

これまでの流れ 対応時期 会議の内容
要望書 令和４年１１月２５日 －
調査　第１回 令和４年１２月２６日 討議 (調査データなし )
調査　第２回 令和５年　１月３０日 討議 (調査データあり )
調査　第３回 令和５年　２月２１日

論点の協議　※次の表を参照調査　第４回 令和５年　３月１６日
調査　第５回 令和５年　３月２９日

調査　第６回～回答書 未定 議員定数の実態を住民の皆さまに広く周知した
後に委員会を開催

主な協議内容
論　　点 調査の方向性 備　　考

①協議の対象時期 次回の改選 将来の定数はその時の議員が決める。[全会一致 ]
②参考にすべき地域 熊本県 ３１町村が対象

③他の町村議会への調査 必要なし 他の町村議会から調査依頼を受けたことはない。
本町から他の町村議会へ調査を依頼したことはない。

④住民への調査　 必要なし
ここでの調査とは、住民全体へのアンケート調査、
またはこれに準じる調査を指す。
※住民の意見は、個々の議員活動の中で確認する。

⑤必要な議員定数 検討中
「明日の湯前町を考える会」や「削減を推進する議員」
の意向もあり、早期に結論を出さず、住民への周知
なども踏まえて慎重に検討する。

本町議会の議員定数を削減した経緯（過去３度の削減）
削減した年 議員定数 削減理由
昭和５８年 １６人→１４人
平成１６年 １４人→１１人 行財政改革
平成２４年 １１人→１０人 無投票になりそうだから
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委 員 長 椎葉 弘樹

副委員長 黒木 龍次
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31 町村の議員定数と人口

球磨郡町村の議員定数
町　村 議員定数 人口（令和５年３月末） 現在の定数にした年

あさぎり町 １４人 １万４４３５人 令和　２年
錦町 １２人 １万１９８人 平成２７年

多良木町 １０人 ８６８２人 令和　５年
相良村 １０人 ４０７１人 平成２５年
湯前町 １０人 ３５６３人 平成２４年
山江村 １０人 ３２６２人 平成１９年
球磨村 １０人 ２８６９人 平成２６年
水上村 ８人 ２０１２人 令和　５年
五木村 ８人 ９６６人 平成２９年

教えて　ゆっくん
子育て支援策の現状は？

　本町の子育て支援策は、ふるさと
納税寄附金や国県からの交付金を活
用して、手厚く支援しているよ。国
では、子ども家庭庁を創設して『異
次元の子育て支援策』を検討してい
るところだよ。

教えて　ゆっくん
湯前町の財政状況は？

　令和３年度決算は「健全」。各財
政指標は軒並み「黒字」で、経常収
支比率(財政構造の弾力性)は80％
未満で良好だよ。

特集に関する住民の声は２０ページを参照

熊本県内の議員定数と人口 ( 令和５年４月末時点 )
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住民の皆さまへ　お気軽にご意見をお寄せください

　議員定数の削減は、「将来の町の発展」や「若者・女性の政治参加」などに関わる大切な問題です。
住民の皆さまのご意見をお待ちしています。

＞議会事務局の連絡先
　電子メール　　：gikai@yunomae.kumamoto.jp
　電　話　　　　：0966-43-4111  
　ＦＡＸ　　　　：0966-43-3013
　文書の持ち込み：議会事務局（役場庁舎内）

皆さまからいただいたご意見
は、原則“匿名”で受け付け、
ホームページや議会だよりで
公表させていただきます。ご
協力いただけると幸いです。

議員定数を削減しても住民の
意見を行政に十分届けられる。

定数が減ればそれだけ多様な
意見が出なくなってしまう。

議会には、行政機関を「監視」
する役割があるので、定数が
少なくなればそのチェック
機能が弱まる可能性がある。

定数を削減することで、
当然その支出が抑えられ、
他の有効な施策の財源に
充てることができる。

定数削減すると現職議員の強みが
増して、新たな議員が出馬しにく
くなる。

定数が９人以下の町村議会や住民
に対してアンケート調査するべき。

多様な意見の反映や専門性の確保のためには、
一定以上の規模が必要。人口が減っても行政機
関の業務は多様化し、減っているわけではない。

現在の定数になってから人口がさら
に1000人減少している。今後も人口
減少は避けられない状況であり、定数
削減をするべき。

現在、常任委員会が２つあり、委員数が各５人
である。定数削減をすると、委員会活動での
議論や検討の機能が縮小していく。

近隣町村の人口と議員
定数の関係を見れば、
削減するべき。

委員会の主な意見
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本会議

町
長
選
挙
前
の
骨
格
予
算

昨
年
度
に
続
き
大
き
な
予
算

３
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
17
日
ま
で
10
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
員
６
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
５
年
度
の
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
昨
年
度
に
次
ぐ

39
億
７
７
０
０
万
円
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
１
月
20
日
と

２
月
21
日
に
臨
時
議
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

当 

初 

予 

算

町
長
選
挙
が
４
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
た
め
、
新
年
度
予
算
は「
骨

格
予
算
」と
呼
ば
れ
る
形
で
編
成

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
政
策

的
な
判
断
が
必
要
な
費
用
で
は
な

く
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
の
義
務
的
な
支
出
や
、
施
設

の
維
持
管
理
、
す
で
に
進
行
中
の

事
業
な
ど
、
継
続
的
に
必
要
な
費

用
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
に
関
し
て
は
、
早
急
に

取
り
組
む
必
要
の
あ
る
も
の
だ
け

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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の
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備

(

令
和
５
年
度
対
応
分)

老
朽
化
し
た
浴
場
設
備

の
改
修

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
工
事
調
査
設
計

業
務
委
託
料２

０
０
万
円

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

浴
場
設
備
を
改
修
し
ま
す
。
こ
の

施
設
は
、
平
成
５
年
度
に
建
築
さ

れ
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
浴
場

設
備
に
は
漏
水
が
起
き
て
お
り
、

改
修
が
緊
急
か
つ
必
要
不
可
欠
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

浴場設備（外側）の漏水

R5 一般会計当初予算の推移（単位：万円）

(人吉市、あさぎり町)
（上球磨消防署）（湯前町役場）

中央
配信局

インターネット

防災ラジオシステムの維持管理費
７９３万１０００円

(人吉市、あさぎり町、相良村、湯前町で分担)

配信局 配信局

送信局

フリーＷｉ-Ｆｉ
２０カ所再構築

１４５万２０００円

地デジ難視聴地域
受信調査

１５５万６０００円
(町ケーブルから電波中継へ)

インターネット回線
切り替え作業

４０万円 (町からNTTへ)

防災ラジオ放送と町ホー
ムページ・LINEの連携
１１９万９０００円
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付
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２
０
０
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こ
の
制
度
は
、
妊
婦
さ
ん
が
妊

娠
届
や
出
産
届
を
提
出
し
た
場
合

に
行
わ
れ
る
経
済
的
な
支
援
で
、

出
産
用
品
の
購
入
や
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る

の
が
目
的
で
す
。
支
援
額
は
、
出

産
応
援
分
５
万
円
、
子
育
て
応
援

分
５
万
円
、合
計
10
万
円
相
当
で
、

ク
ー
ポ
ン
や
現
金
で
支
給
さ
れ
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
20
人
分
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。（
令
和
４
年
度

は
23
人
分
を
現
金
給
付
）

　
財
源
は
、
国
３
分
の
２
、
県
と

町
が
６
分
の
１
を
負
担
し
ま
す
。

ワ
ー
ケ
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シ
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推
進

事
業４

９
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０
０
０
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令
和
４
年
度
の
実
証
事
業
を
、

令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
進
め
ま

す
。

公
共
施
設
の
整
備

下
町
橋
附
帯
工
事

２
５
０
０
万
円

　

下
町
橋
の
高
欄(

転
落
防
止
な

ど
に
取
り
付
け
ら
れ
る
柵)

を
設

置
す
る
費
用
で
す
。こ
の
事
業
は
、

今
後
も
安
全
面
の
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

町
営
住
宅
解
体
工
事

５
５
０
万
円 

　
森
重
東
住
宅
は
、
昭
和
32
年
に

建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
残
り
の
２
棟
を
解
体
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
小
学

校
そ
ば
）

国
か
ら
の
支
援

令
和
４
年
度
で
補
正
予
算
を
計
上

し
、
令
和
５
年
度
に
繰
り
越
し
て

支
援
し
ま
す
。
財
源
に
国
か
ら
の

普
通
交
付
税
の
追
加
分
を
主
に
活

用
し
ま
す
。
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事
業
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物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
ら
れ

て
い
る
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
お
一

人
当
た
り
１
万
円
を
給
付
し
ま

す
。　
　

農
林
業
原
油
価
格
等
高

騰
経
済
対
策
事
業
支
援

金      

２
０
０
０
万
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農
林
業
者
は
、
動
力
光
熱
費
と

肥
料
費
の
15
％
程
度
を
支
援
し
ま

す
。動
力
光
熱
費
は
上
限
30
万
円
、

肥
料
費
は
上
限
20
万
円
、
合
計
の

上
限
は
50
万
円
で
す
。

商
工
業
原
油
価
格
等
高

騰
経
済
対
策
事
業
支
援

金　
　

 

２
０
０
０
万
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商
工
業
者
は
、
水
道
光
熱
費
と

燃
料
費
の
15
％
程
度
を
支
援
し
ま

す
。
上
限
は
50
万
円
で
す
。

利
用
し
や
す
い
楽
し
い

場
所
へ

レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
再
整

備
基
本
設
計
委
託
料

　
５
０
０
万
円

　

湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
を
、

雨
の
日
で
も
日
常
的
に
利
用
で
き

る
場
所
に
再
生
し
ま
す
。
子
育
て

中
の
親
子
な
ど
、
す
べ
て
の
人

が
楽
し
め
る
場
所
に
な
る
よ
う
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

消
火
ポ
ン
プ
の
改
修

明
導
寺
阿
弥
陀
堂
防
災

設
備
改
修
工
事

　
４
８
０
万
円

　
浄
心
寺(

城
泉
寺)

の
消
火
ポ
ン

プ
を
改
修
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ン
プ

は
、設
置
後
30
年
以
上
が
経
過
し
、

耐
用
年
数（
15
年
）を
大
幅
に
超
え

て
い
ま
す
。
こ
の
機
種
は
す
で
に

製
造
さ
れ
て
お
ら
ず
、
修
理
部
品

も
無
い
た
め
、
新
し
い
ポ
ン
プ
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教えて　ゆっくん
ワーケーション推進事業って何？
観光客の増加や企業誘致、移住者の獲得に繋げることを目的に
した事業だよ。令和４年度は、複数の企業様からご意見をいた
だき、ワーケーション用のサイトも作ったよ。

　　　湯前ワーケーションサイトはこちら
　　　※「湯前　ワーケーションで検索」
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算
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湯
前
町
町
民
グ
ラ
ン
ド

の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
を
改
正

　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

に
か
け
て
、
現
在
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
フ
ッ
ト
サ
ル
兼
用
コ
ー
ト
に

改
修
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の

名
称
を
「
多
目
的
コ
ー
ト
」
に
改

め
ま
す
。

湯
前
ま
ん
が
美
術
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
改
正

　
住
民
の
観
覧
料
の
免
除
、
美
術

館
協
議
会
の
委
員
定
数
削
減
な
ど

本会議

条 

例 

改 

正

を
改
め
る
も
の
で
す
。
住
民
お
よ

び
町
内
小
中
学
生
の
学
習
機
会
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

町
道
猪
鹿
倉
横
谷
線
災
害

復
旧
工
事
（
第
４
工
区
）

７
１
５
０
万
円
（
税
込
）

　
契
約
方
法
は
「
指
名
競
争
入

札
」、
契
約
の
相
手
方
は
「
㈱
宮

田
建
設
」
で
す
。

湯
前
町
政
治
倫
理
審
査

会
委
員
の
任
命

６
人
を
同
意
（
任
期
２
年
）

◎
深
水　
俊
市
さ
ん（
野
中
田
３
）

◎
井
上　
朋
和
さ
ん
（
馬
場
）

◎
中
武　
義
秋
さ
ん
（
上
里
３
）

◎
金
山　
充
さ
ん
（
下
村
）

◎
右
田　
秀
美
さ
ん
（
上
里
３
）

◎  

蓑
田　
啓
悟
さ
ん
（
蓑
田
法
律

　
事
務
所　
弁
護
士
）

そ
の
他
の
議
案

議　　　　案

吉
田  

精
二

西
　  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山
　  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡
　  

恭

倉
本
　 

豊

山
下  

　
力

金
子  

光
喜

審議結果

（賛成：反対）

令和５年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

令和４年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町町民グランドの設置及び管理に関す
る条例の改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町議会の個人情報の保護に関する条例
の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

工事請負契約の変更（２事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

工事請負契約の締結（１事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対 ( 今回なし )　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　

議案審議の賛否一覧［議案３５件 （１月～３月）］
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６人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心をより高めるた
め、ＹｏｕＴｕｂｅ動画へのアクセスランキン
グを公表します。議員のやる気につながりま
すので、ぜひ動画をご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

吉田　精二 ① 町営住宅
② 体育施設（弓道場） 9

西　　靖邦 ①  一般質問で質問した事項の進捗状況と今後のお考え 10

森山　　宏 ① 農道・里道の管理および整備 11

椎葉　弘樹 ① 地域経済循環を強化して町内総生産を増やす対策 12

山下　　力 ① 八勝寺駐車場
② 加工施設の再稼働 13

遠坂　道太 ① 有害鳥獣被害対策
② 町が管理する河川整備 14

　一般質問は、ＹｏｕＴｕｂｅで生放送と録画
の動画配信を行っています。この動画は、パソ
コンやスマートフォン、タブレット端末などか
ら視聴できます。

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信（生放送）を行っています。

特別企画 お知らせとお願い

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画　（「湯前町オフィシャル」で検索）

一般質問

前回一般質問 議会放送

ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング ＩＰ告知端末からの放送終了
　令和５年３月末でＩＰ告知端末(２チャンネ
ル)からの放送が終了したため、本会議の音声放
送ができなくなりました。現在、使用している
防災ラジオは、文字データによる通信であるた
め、議会の音声を届けることができません。

ＹｏｕＴｕｂｕ動画のニーズ調査
　一般質問以外の議会放送を視聴をしたい場合
は、議会事務局やお近くの
議員までご意見をお寄せい
ただければ、今後の放送に
向けて検討します。

議員 12月一般質問

西　　靖邦 128

金子　光喜 63

椎葉　弘樹 56

遠坂　道太 29

(令和5年4月16日時点のアクセス数)



吉田 精二 議員

質問の様子は
こちら

議
員　
令
和
４
年
９
月
台
風
の
被

害
や
老
朽
化
に
よ
る
腐
食
に
よ
り

通
常
の
利
用
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
今
後
の
整
備
計
画
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
御
大
師
堂
周
辺
整
備
基
本

計
画
の
中
に
弓
道
場
の
建
て
替
え

も
計
画
に
入
っ
て
い
る
。
本
堂
の

保
存
修
理
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
、

今
後
、
公
園
整
備
の
中
で
、
弓
道

場
の
整
備
も
当
然
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

町営住宅の現状は

弓
道
場
建
て
替
え
の
計
画
は

管理は入居者・独居高齢者の
居住環境は検討

御
大
師
公
園
の
整
備
計
画
の

中
で
検
討

問

問

答

答

議
員　
入
居
の
際
に
保
証
人
の
署

名
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保

証
人
が
見
つ
か
ら
ず
に
応
募
を
断

念
し
た
例
は
な
か
っ
た
か
。

課
長　
そ
の
よ
う
な
理
由
で
応
募

を
断
念
さ
れ
た
例
は
な
か
っ
た
。

国
か
ら
は
、
保
証
人
に
代
わ
る
別

の
方
法
も
配
慮
す
る
よ
う
に
通
達

が
出
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
か

ら
は
、
す
ぐ
に
条
例
な
ど
の
見
直

し
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
模
様
替
え
な
ど
を
し
た
ま

ま
退
去
さ
れ
た
住
宅
に
新
し
く
入

居
し
た
者
の
管
理
責
任
は
ど
う
な

る
の
か
。

課
長　
新
し
く
入
居
さ
れ
る
方
が

引
き
続
き
利
用
し
た
い
場
合
は
、

「
公
営
住
宅
付
帯
設
備
継
承
届
」に

て
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
い

る
。
た
だ
、
古
い
年
代
の
も
の
は

書
類
が
残
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
。

議
員　
雑
草
が
茂
っ
て
い
る
住
宅

が
あ
る
。
町
と
し
て
指
導
し
て
い

る
の
か
。

課
長　
条
例
で
は
、
入
居
者
は
適

正
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
、
現

在
は
問
題
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

共
用
部
分
の
管
理
は
、
協
力
し
て

管
理
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
今
後
も
丁
寧
に
説
明
し
、
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

議
員　
高
齢
者
が
住
む
よ
う
な
コ

ン
パ
ク
ト
な
住
宅
を
整
備
す
る
よ

う
な
計
画
は
な
い
か
。

町
長　
現
在
は
、
湯
愛
の
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
で
足
り
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
需
要
の
動
向
を

注
視
し
、
民
間
の
事
業
所
と
調
整

し
な
が
ら
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の

建
設
も
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

一般質問はまだまだ緊張
して、伝えたかった事や
聞きたかった事の半分もで
きていない。限られた時
間内にどれだけ要領よく
質問し、答えを聞き出せ
るか、今後の課題である。

つ ぶ
や き議員の

沈下が進む弓道場の床
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一般質問



議会は、住民のための
もの。今後も一般質問
に対する執行部の対応
を追跡‼

つ ぶ
や き議員の
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一般質問

西  靖邦 議員

質問の様子は
こちら

一
般
質
問
で
質
問
し
た
事
項
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
お
考
え
は

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る

問答議
員　
庁
舎
の
多
目
的（
多
機
能
）

ト
イ
レ
な
ど
快
適
な
ト
イ
レ
空
間

設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

課
長　
場
所
の
検
討
を
行
い
整
備

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
庁
舎
外
の
中

庭
に
結
論
づ
け
た
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
も
含
め
て
整
備
す
る

の
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
判
断

し
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
各
公
共
施
設
玄
関
の
動
作

補
助
手
摺
、
椅
子
な
ど
の
設
置
の

進
捗
状
況
は
。

課
長　
改
善
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公

民
館
の
図
書
室
、
ま
ん
が
美
術

館
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
玄
関
に
手

摺
設
置
を
実
施
。
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
正
面
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
と

手
摺
を
新
設
工
事
中
。

議
員　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
擬

音
装
置
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。

課
長　
擬
音
装
置
、
動
作
補
助
手

摺
の
新
た
な
設
置
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
快

適
な
ト
イ
レ
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

議
員　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
か
。

課
長　
気
持
ち
の
い
い
接
客
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
目
的
で
、
職
員

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め

の
研
修
を
実
施
。
今
後
も
、
職
員

研
修
の
年
間
計
画
の
中
で
、
接
遇

関
係
を
取
り
入
れ
、
職
員
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
庁
舎
の
空
間
と
し
て
の
環

境
改
善
の
一
つ
と
し
て
、
庁
舎
内

Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
て
は
ど
う
か
。

課
長　
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
無
料

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
な
ど

で
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
あ
る
の
が
分
か
っ
た
。
前
向

き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
年
度
明
け
に
は
準
備
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

議
員　
定
住
増
を
促
す
住
宅
･
宅

地
整
備
に
当
た
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

課
長　
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
課
題
が
見
え
て
き
た
。
引
き
続

き
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
た

い
。

議
員　
職
員
の
健
康
管
理
に
配
慮

し
た
福
利
厚
生
諸
室
の
考
え
は
な

い
か
。

課
長　

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、「
町
民
の
皆
さ
ま
の
課
題
解

決
が
優
先
」と
の
認
識
で
、
使
命

感
が
先
に
立
っ
た
回
答
で
あ
っ

た
。
現
状
で
で
き
る
対
策
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
に
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。



協同作業で里道整備！
利便性向上に景観保
存。残したい里山の風
物詩！路肩が流出した農道

つ ぶ
や き議員の
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一般質問

森山  宏 議員

質問の様子は
こちら

議
員　
農
道（
圃
場
整
備
後
４
０

年
超
）の
端
部
の
空
洞
化
・
劣
化

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

課
長　
町
道
・
農
道
・
林
道
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
別
ご
と
に
台
帳
で

管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
一
定
要
件
農
道
と
は
、
以
下
の

４
つ
の
要
件
を
全
て
満
た
す
道
路

の
こ
と
。

① 
土
地
改
良
事
業
な
ど
で
造
成
さ

れ
た
道
路

② 

農
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

道
路

③
全
幅
員
が
４
ｍ
以
上
の
道
路

④ 

農
道
の
起
点
終
点
が
町
道
や
県

道
に
接
し
て
い
る
道
路

　
農
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
路
線

数
は
２
１
５
路
線
で
、
延
長
は
約

47
㎞
。
地
方
交
付
税
の
補
正
対
象

と
な
る
一
定
要
件
農
道
は
、
12
路

線
で
約
４
㎞
。
一
定
要
件
外
農
道

は
２
０
３
路
線
で
約
43
㎞
。
一
定

要
件
農
道
を
中
心
に
、
年
に
１
路

線
ほ
ど
町
道
認
定
を
行
っ
て
い

る
。

　
交
付
税
関
係
で
み
る
と
、
農
道

１
m
当
た
り
50
円
、
町
道
１
㎞
当

た
り
50
万
円
か
ら
60
万
円
に
な

る
。

　

町
道
に
は
、「
町
道
と
県
道
を

結
ぶ
」「
集
落
と
集
落
を
結
ぶ
」要

件
が
あ
り
、
農
道
に
も
町
道
認
定

の
要
件
を
満
た
す
も
の
も
あ
る
。

町
道
は
長
寿
命
化
な
ど
の
補
助
事

業
の
対
象
に
な
り
、
長
寿
命
化
計

画
に
も
町
道
に
し
た
方
が
よ
い
。

　

路
肩
部
分
の
空
洞
化
や
轍
な

ど
、
正
常
で
な
い
路
線
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
農
道
全
般

を
調
査
し
、
問
題
の
あ
る
箇
所
は

現
場
に
出
向
き
、
状
況
に
応
じ
た

最
適
な
方
法
で
修
繕
し
て
い
る
。

議
員　
里
道
の
整
備
に
お
い
て
、

原
材
料
支
給
の
み
で
は
地
元
整
備

が
進
ま
な
い
た
め
、
施
工
に
伴
う

機
械
・
運
搬
な
ど
も
公
費
負
担
の

対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

農道・里道の管理および整備

調査を行いながら最適な補修
対策を実施

問

答

町
長　
地
籍
調
査
が
完
了
し
、
所

在
は
法
定
外
公
共
物
と
し
て
全
て

把
握
し
て
い
る
。
境
界
杭
も
設
置

し
て
あ
り
、図
面
に
残
っ
て
い
る
。

　
里
道
は
本
来
国
の
管
轄
部
分
で

あ
っ
た
が
、
法
定
外
公
共
物
と
し

て
町
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
里
道
の
本
数
や
延
長
も
多
大

で
あ
り
、
財
政
負
担
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
ど
お
り
原
材
料
提
供
で
補

修
を
お
願
い
す
る
。



議
員　
商
品
券
に
加
え
て
地
域
通

貨
を
導
入
し
、町
内
の
民
間
消
費

を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
考
え

は
。

町
長　
地
域
通
貨
は
、町
外
へ
の

資
金
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
や
、

町
内
の
経
済
循
環
の
た
め
に
有
効

な
手
段
。
一
方
、導
入
や
運
用
に

は
財
源
確
保
や
民
間
事
業
者
の
協

力
が
必
要
。
ま
た
持
続
的
に
運
用

す
る
に
は
、魅
力
づ
く
り
や
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
も
必
要
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
、地
域
通
貨
の
導
入
は
考

え
ら
れ
る
。

議
員　
町
内
外
の
仕
事・人・地
域

課
題
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

を
、ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

考
え
か
。

町
長　
ジ
ャ
イ
カ
と
球
磨
地
域
振

興
局
が
運
営
す
る「
ひ
ご
ラ
ボ
」と

椎葉 弘樹 議員

質問の様子は
こちら

地
域
経
済
循
環
を
強
化
し
て

町
内
総
生
産
を
増
や
す
対
策

所
信
表
明
や
総
合
計
画
に
盛

り
込
み
た
い

問答

い
う
組
織
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

組
織
と
連
携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
も
考
え
ら
れ
る
。

議
員　
農
林
商
工
業
の
枠
を
超
え

た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

し
て
い
く
考
え
は
。

町
長　
各
種
業
者
が
抱
え
る
課
題

や
悩
み
な
ど
を
共
有
し
、知
恵
や

ア
イ
デ
ア
を
補
完
し
あ
う
こ
と
が

必
要
。
異
業
種
交
流
会
の
促
進
を

町
が
支
援
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
始

め
て
も
よ
い
。

　
企
画
課
を
独
立
さ
せ
農
林
商
工

業
な
ど
を
横
断
し
て
検
討
す
る
提

案
は
精
査
し
た
い
。

議
員　
町
の
経
済
循
環
を
強
化
す

る
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す

る
民
間
事
業
」を
立
ち
上
げ
る
考

え
は
。

町
長　
経
済
循
環
強
化
の
た
め
の

組
織
づ
く
り
に
は
、マ
ン
パ
ワ
ー

や
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

た
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
。

民
間
事
業
者
の
参
入
は
、か
な
り

の
刺
激
剤
に
な
る
た
め
、要
請
が

あ
れ
ば
町
と
し
て
も
支
援
し
た

い
。
ほ
か
の
自
治
体
の
事
例
も
研

究
し
た
い
。

　

町
内
総
生
産
を
増
や
し
、地
域

経
済
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
異
論

は
な
い
。
新
町
長
の
所
信
表
明
に

こ
れ
ら
の
内
容
を
盛
り
込
む
よ
う

に
引
き
継
ぎ
た
い
。
ま
た
総
合
計

画
に
お
い
て
も
、振
興
計
画
策
定

委
員
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
、

農
林
商
工
業
分
野
の
中
で
盛
り
込

む
よ
う
担
当
課
に
検
討
さ
せ
た

い
。

地域経済の好循環をつく
り、未来を創造した持続
可能なまちづくりに挑戦
していただきたい。

つ ぶ
や き議員の

ူ๶ྎ㕲㕰㕱㕸Ⴉ

ྎၾຳภౌ
ԂӺࣳࣅ

དࡰ૪అᇀืԡԏԢԋԢ

10億円
22億円

48億円

42億円 38億円

49億円

17億円 14億円

58億円

16億円
61億円

地域外への
流出

地域外への
流出

地域外への
流出

地域経済分析 RESAS
地域経済循環図

町内総生産
80億円

地域外からの
流入

地域外からの
流入

指定地域：熊本県湯前町

所得
（一人当たり）

所得
（一人当たり）

順位

雇用者所得 その他所得

152 万円 261 万円

578 位1,685 位

支出流出入率付加価値額
（一人当たり）

付加価値額
（一人当たり）

順位

支出流出入率
順位

民間消費   民間投資　その他支出第 1 次産業　第 2 次産業　第 3 次産業

－15.8％　 －37.2％　　－80.2％248 万円　   646 万円　   620 万円

1,122 位1,455 位1,282 位1,694 位1,259 位937 位

51.0％
2018 年地域経済循環率
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一般質問



山下  力 議員
質問の様子は

こちら

議
員　
八
勝
寺
駐
車
場
に
、
住
民

の
方
が
参
拝
者
用
の
ト
イ
レ
が
無

い
こ
と
の
不
便
さ
を
察
し
て
、
簡

易
ト
イ
レ
を
設
置
さ
れ
た
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

町
長　
現
在
、
簡
易
ト
イ
レ
が
設

置
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
地
区
か
ら

簡
易
ト
イ
レ
設
置
に
伴
い
、
行
政

財
産
使
用
許
可
申
請
が
町
に
提
出

さ
れ
た
の
で
、許
可
を
し
た
も
の
。

景
観
面
か
ら
い
う
と
、文
化
施
設・

観
光
施
設
な
の
で
、
し
っ
か
り
と

し
た
も
の
は
必
要
と
は
思
う
。
今

後
、
宝
陀
寺
観
音
等
の
文
化
財
施

設
と
の
関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
周

辺
整
備
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
の
中
で
検
討
し
た
い
。

議
員　
改
修
当
時
の
駐
車
場
整
備

計
画(

駐
車
場
が
現
在
の
場
所
に

変
更
に
な
っ
た
経
緯
を
含
む)

は
。

町
長　
平
成
25
年
度
に
駐
車
場
整

備
を
行
っ
た
。
現
在
の
箇
所
に
決

ま
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
数
カ

所
の
候
補
地
の
中
か
ら
協
議
の

上
、
最
終
的
に
は
地
区
の
総
意
で

変
更
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

八勝寺駐車場のトイレ整備

周辺整備の際に検討
したい

問

答

新
体
制
で
十
分
検
討
す
る

問答議
員　
精
米
所
の
再
稼
働
は
、
課

題
が
多
い
た
め
熟
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
精
米
と
製
粉
だ
け
の
運
営

で
は
大
変
厳
し
い
。
精
米
所
機
能

だ
け
で
な
く
、
物
産
販
売
の
よ
う

な
機
能
も
加
え
た
と
こ
ろ
で
考
え

八勝寺の道向いにある仮設トイレ

加
工
施
設(

精
米
所)

の
再
稼
働

八勝寺のトイレや杵つき精米
所の再稼働は、これまでの経
緯を踏まえて、新体制でしっ
かり検討していただきたい。

つ ぶ
や き議員の

る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
新
体
制

で
十
分
検
討
し
、
議
会
に
も
協
議

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
用
途
を
変
更
し
て
施
設
を
有
効

利
用
す
る
住
民
か
ら
の
意
見
は
、

十
分
検
討
を
行
い
議
会
と
協
議
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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一般質問

拡大



遠坂 道太 議員

質問の様子は
こちら

有害鳥獣の被害が減少したの
は、猟友会の頑張り。河川整備
は、住民の皆さまが安心・安全
に生活できることが重要。

つ ぶ
や き議員の

町
が
管
理
す
る
河
川
整
備
は

緊
急
性
を
感
じ
た
場
合
は
業

者
に
依
頼
し
修
繕

問答議
員　
河
川
の
危
険
箇
所
な
ど
の

調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

課
長　
毎
年
、
出
水
期
前
に
職
員

に
よ
る
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
る
。

議
員　
近
年
の
洪
水
な
ど
に
対
し

て
氾
濫
を
防
止
す
る
た
め
の
土
砂

な
ど
の
撤
去
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

課
長　
河
川
の
線
形
な
ど
体
積
し

や
す
い
場
所
を
優
先
的
に
行
っ
て

い
る
。

議
員　
大
谷
川
の
整
備
計
画
は
。

町
長　

災
害
が
発
生
し
た
部
分

は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
修

繕
費
で
対
応
。
工
事
関
係
は
、
ま

ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

現状の大谷川

有 害 鳥 獣 の 捕 獲 実 績

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
シカ 522 569 428 387 353

イノシシ 115 172 157 165 119
サル 15 10 9 6 2

アナグマ 0 13 109 67 31
カラス 71 63 48 38 7
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一般質問

有害鳥獣の被害対策

令和５年度からイノシシの
通年捕獲を検討

問

答

議
員　
現
在
の
被
害
状
況
は
。

課
長　

令
和
２
年
度
は
、
被
害

面
積
１
２
３・
５
ha
、
被
害
額

56
万
２
１
０
０
円
。
令
和
３
年
度

は
、
被
害
面
積
57
・
９
ha
、
被
害

金
額
44
万
４
２
０
０
円
。
令
和
４

年
度
は
、
被
害
面
積
11
・
８
ha
、

被
害
額
12
万
１
０
０
０
円
。
被
害

調
査
は
、
対
象
と
な
る
地
区
で
実

施
。

議
員　

現
在
の
猟
友
会
の
体
制

は
。

課
長　
在
籍
人
数
は
22
人
。
40
代

か
ら
80
代
の
方
が
在
籍
し
て
お
り

平
均
年
齢
は
70
代
。

議
員　
捕
獲
の
補
助
対
象
期
間
が

決
ま
っ
て
い
る
が
、
期
間
を
通
年

に
で
き
な
い
か
。

課
長　
令
和
５
年
度
か
ら
イ
ノ
シ

シ
の
通
年
捕
獲
の
補
助
対
象
を
検

討
す
る
。
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一部事務組合

公立多良木病院企業団議会

上球磨消防組合議会

人吉球磨広域行政組合議会

前年度の当初予算から大幅増
　当初予算は、前年度と比較して５億２５９０万４０００円増加しました。主な要因は、人吉球磨ク
リーンプラザのごみ焼却施設・第二期大規模整備工事と、燃料費の高騰によるものです。

議員定数を７人削減
　人吉球磨広域行政組合を組織する全ての構成市町村議会で、「議員定数を変更する議案」が可決され
ました。この変更は、定数を３０人から２３人に削減し、人吉市議会が５人、他の町村議会が各２人
とするもので、令和５年４月以降の市町村議会議員の改選から適用されます。

＜広域行政議員　椎葉・西＞

持続可能な病院を目指して
　髙森啓史 院長兼企業長は、「持続可能な病院を目指して」というビジョンを掲げられています。こ
のビジョンを実現するためには、地域の人々から選ばれる病院になること、職員が働く中で充実感を
感じられる病院になることが重要であり、以下に示す３つの視点で、改善に努められています。
　① 医療の質を向上させること
　② 地域社会との共生を促進すること
　③ Well-Being※を実感できる職場を醸成すること
　　※：肉体的・精神的・社会的にすべてが満たされている健康な状態

＜公立病院議員　倉本・遠坂＞

消防指令業務の共同運用を目指して
　全員協議会において、人吉下球磨消防組合との消防指令業務の共同運用について協議しました。こ
の費用負担などに関して、上球磨消防組合(中嶽弘継 組合長)と人吉下球磨消防組合(森元完一 管理者)
の間で、３月２３日に協定を締結しています。

＜上球磨消防議員　森山＞

令和５年度　当初予算と町負担金
当初予算 湯前町の負担金

公立多良木病院企業団 ４７億９１７２万円
（４６億６８２６万円）

１９６１万円
（４７１４万円）

人吉球磨広域行政組合 ２２億４８２７万円
（１７億２２３６万円）

６３７５万円
（６４０７万円）

上球磨消防組合 ６億９６００万円
（６億５１００万円）

９９９３万円
（１億２５万円）

（括弧数字：令和４年度予算）
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委員会

次の所管事務を調査しました。
◎中学校部活動の地域移行
◎小中学校のトイレ現場視察

中学校部活動の地域移行
課題も対応も現時点では流動的

【活動地域移行に関するアンケート調査】

委 員 長 西　靖邦
副委員長 吉田 精二
委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、椎葉 弘樹

　2月16日、3月10日

総務厚生文教常任委員会

部活動に期待すること 地域移行に対して

体力向上 ７５％ いいと思う ４０％
精神力や責任感 ６７％ よくわからない ３８％
社会性や協調性 ６３％ 不安である １８％
仲間づくり ６１％ 期待している １０％
技術力向上 ３５％ 経済的な負担が心配 １３％
その他 ６％ 費用負担、仕方ない １０％

※この調査は、令和４年１０月末、小学５・６年生と中学校の保護者を対象に実施

 【小 ･ 中学校トイレの設置状況】

種類など 小学校 中学校

洋便器 １７ １５

和便器 ２３ １７

合　計 ４０ ３２

洋便器 率 ４２. ５％ ４６. ９％

【湯前中学校の対応方針】
・ 部活動の地域移行は、令和５年度から段階的

に進める。
・ 部活動の参加条件は、令和５年度から「原則、

全生徒」から「任意」へ改める。
・ 学校だけでは対応できないため、教育委員会

主催の部活動調査委員会で検討する。

【課　題】
〇 土日の学校部活動または地域スポーツクラブ

の指導者確保
〇 地域スポーツクラブの基準と受け皿体制の整

備

トイレの視察状況

児童生徒が安心して過ごせる環境整備
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委員会

委 員 長 遠坂 道太
副委員長 味岡　恭
委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

2月10日、3月10日

企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎ ふるさと寄附金の現状
◎ 建設水道課所管事業の入札状況

ふるさと寄附金の現状
本町の令和４年度実績を調査
　令和４年度に受け取った寄附金の総額は、３年ぶりに３０００万円を下回りました。令和５年
度の予算編成方針では、近年の納税額が伸び悩んでいる原因を分析した結果を考慮し、中間業者
の見直しや事業者との連携を強化しながら、さらに返礼品の内容を改善することに力を注ぐ予定
です。

受入額（万円） － 件数

寄附金の受入額と件数

返礼品の件数 寄附金額（万円）
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議員派遣

議 員 派 遣

治山・森林整備を林野庁などへ要望
新型コロナの影響を考慮し少人数で行動

令和５年２月１５日(水)　 衆議院議員会館、農林水産省、参議院議員会館 (東京都)

要望先（順不同）
　金子 恭之　衆議院議員
　藤木 眞也　農林水産大臣政務官
　松村 祥史　参議院議員
　馬場 成志　参議院議員
　織田 央　林野庁長官、ほか林野庁課長(課長補佐)　

要望内容
【要望事項①】 治山ダムの整備、既設治山ダムの機能強化等
　　　　　　  の総合的な治山対策（災害の予防的対策の強化）

【要望事項②】 間伐、再造林および路網整備などに必要な予算の確保、
　　　　　　  国有林における森林整備の充実・強化

研修資料や議員報告
書は、議会図書室に
ありますので、住民
の皆さまもご覧いた
だけます！

林野庁への要望活動

球磨郡の議員が一般質問の基本を学ぶ

今日のウクライナは明日の日本
令和４年度上球磨町村議会議員研修会
　令和５年２月８日 ( 水 )　 湯前町保健センター
　講師　池田 十吾 氏　［国士舘大学名誉教授］　
　演題　「ウクライナ戦争と日本　～その影響と対応～」

議員の基本技術を学ぶ
令和４年度球磨郡町村議会議長会議員研修会
　令和５年２月１７日 ( 金 )　 山江村体育館
　講師　伊藤 洋典 氏　［熊本大学教授］　
　演題　「一般質問とは何か」
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議会の窓

議 長 の 窓

議 会 事 務 局 の 窓

湯前町

市房ダム市房ダム

幸野ダム幸野ダム

田、ため池等の活用【市町村】

避難所設営訓練 など

んぼダム

雨水ポンプ場改築【市】

耐震対策【国】

河道掘削等【県】

護岸、河道掘削【国】

護岸、河道掘削【国】

護岸、河

護岸、河道掘削【国】

堤防整備（引堤）【国】

情報伝達手段の多重化 など

河道掘削等【県】

高潮対策【国】

芦北町

【権限代行】【権限代行】

【権限代行】【権限代行】

【権限代行】【権限代行】

【権限代行【権限代行

輪
中
堤
・
宅
地
か
さ
上
げ
（
６
地
区
）【
国
】

新任あいさつ
　４月の異動で議会事務局に配属となりました中山政人です。役場に勤務
し２年目で議会事務局の一員として働かせていただくことは、非常によい
経験になると思います。前部署で得た経験と教訓を生かし、今まで以上に
業務に邁進していきたいと思います。

主な議会スケジュール【４月～６月】
活動內容 日程（予定） 対応者

三市町村議会国道整備促進合同
協議会委員長会 ４／６ 遠坂

議会広報調査特別委員会 ４／７　  企画会議
４／１７　編集会議 広報委員

郡議長会 ４／１３　５／１２ 金子
上球磨正副議長会 ５／１７ 金子、椎葉
三市町村議会国道整備促進合同
協議会国道２１９号現地調査

５／３１ 経済建設常任委員会、
金子

常任委員会 ５／１６　総務厚生文教
５／１６　企画経済建設 全議員

全国町村議会正副議長研修会・正副議長による県
選出国会議員への要望 ５／２３～２４ 金子、椎葉

本会議 ５／１５　臨時会
６／１３～２０　定例会 全議員

議会全員協議会 ５／１０ 全議員
県議長会臨時総会・研修会 ６／２ 金子
関西地区湯前ふるさと会総会 ６／１０ 西

（動画：6 分 57 秒）

織田 央　林野庁長官への要望活動
　金子恭之代議士のご支援をいただき、直接「治
山事業と森林整備の強化を求める要望書」を手
渡し、お願いすることができました。

（詳細は１８ページを参照）

定例郡議長会（４月１３日開催）から
　熊本県が作成した「緑の流域治水」を解かり
やすく見える化したＹｏｕＴｕｂｅ動画が紹介
されました。
　球磨川地形の特徴、洪水発生のメカニズム、

「緑の流域治水」の取組みなどが分かりやすく
紹介されていますので、ぜひご覧ください。

※熊本県ホームページ「緑の流域治水」で検索



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」のインタビューをお願いされたときは、ご協力をお願いします。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたり、特集ページに関するテーマを設定し、住民の
皆さまからご意見をいただきます。

議員定数①　テーマ

議員定数②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委員長　森山　宏　　  副委員長　西  靖邦　
　委　員　椎葉  弘樹　　遠坂  道太　　吉田  精二

▼長谷町政の２期目が始まりました。１期目は、災害や
コロナによる「修復の時」でしたが、２期目は「成長の時」
になることを期待しています。

▼昨年１２月から「議員定数の在り方」を検討していま
す。社会が多様化し町の課題が山積する中で、人口が減
少しても行政の事務量はむしろ増えています。行政によ
るまちづくりは、二元代表制がうまく機能して前向きに
政策論争をしないと進展しません。

▼現在の厳しい状況下では、まちづくりに
情熱やアイデアを持った議員が立候補しや
すい環境を作り、地域経済や人口減少など
の対策に真剣に取り組むことが、優先すべ
きことではないでしょうか。　　　 (椎葉)
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　湯前町議会議員の定数削減に賛成します。
　前回の町議員定数を削減した時より、人口は１０００
人ほど減っているのです。現在の議員定数１０人から９人へ、
いや８人でも十分に議会運営ができると思います。お隣の多良木町も議員定
数を削減しました。３倍規模の町がやっているのです。定数を削減した報酬
を、まずは子育て支援に使ってほしいです。
　各議員も勉強してもらって執行部を監視できるようにお願いします。安心
して暮らせる、住んで良かった、住んでみたいと思えるような湯前町を実現
するように希望します。
　各議員の方々、ぜひ議員定数の削減を実現させてください。

　現状の１０人で、減らす必要はないと思います。
　他の町の事は知りませんが、湯前町議会は過去に十分減らしたうえで今
があると思っています。人口が減ったからさらに減らすとか、そういう消
極的な対応ではなくて、増えるように議論したり、積極的な政策を考えた
りしていくことが議会の役目だと思います。
　まだ一度も無投票とかないわけですから。

明日の湯前町を考える会(代表)
浅鹿野区

森崎　勝 さん

上村区
谷口　徳太 さん

ユ
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す
。


